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1-1　理念・目的・育成人材像
1-1-1　理念・目的・育成人材像は、定められているか

本校の教育理念や育成人材像は、学生便覧、学校ホームページ、学校案内
等に明示されている。これらの理念等は学校説明会やオリエンテーション、保
護者会等を通じて関係者に周知されている。社会の変化を速やかに教育に反
映させるため、業界関係者等を構成員とする教育課程編成委員会を設置し、
常に新しい情報を収集し教育カリキュラムや教育指導方法の改善を図ってい
る。

本校は平成26年3月31日に文部科学省より9学科について「職業実践専門課
程」の認定を受けている。学科の業界連携教育をわかりやすくまとめホーム
ページ等で公開し理解を深められるように検討をしている。
専門職高等教育質保証機構の第三者評価の取得をもとに、社会の目から見
ても評価いただける教育システムの構築を図っており修学支援制度の対象校
にもなっている。

4.0 4.0

専門性、育成したい職業人が明確で非常にわかりやすい。理念・目的が明確に
なっており、学生にも浸透していると思います。いつも安心して生徒を送ることが
できます。理念・目的・育成人材像あh、具体的に丁寧に定められており、安心し
て任せられる専門学校だと思います。

1-1　理念・目的・育成人材像
1-1-2　育成人材像は専門分野に関連する業界等の人材ニー
ズに適合しているか

学生便覧には学科の教育目標、育成人材像、取得目標資格等を記載し、オリ
エンテーション内で説明を行っている。カリキュラムの編成には、業界関係者
の意見を反映している。

継続的に教育課程編成委員からの定期的な業界情報の収集と、職員の業界
情報を統合して各学科の教育に反映させる準備を進める。 4.0 4.0

コロナ禍における海外研修のあり方も今後の課題をなると思う。社会や職業ニー
ズに応じた対応がなされている。定期的な業界情報の収集、また業界関係者の
意見を反映されているので、育成人材像は専門分野に関連する業界等の人材
ニーズに適合している。

1-1　理念・目的・育成人材像
1-1-3　理念等の達成に向け特色ある教育活動に取組んでい
るか

研究や海外研修などの特色ある教育活動により、職業に直結した教育活動を
行っている。

学科ごとの特色ある内容の教育を充実させていく。特に問題はないが、新た
な付加価値教育を計画してく段階となっている。 4.0 4.0

大学、専門学校が多くある中、特色・ＰＲできる点を増やしていく必要がある。コロ
ナがおちついて、海外研修などに行けるようになることを願います。理念等の達
成に向け特色ある教育活動（職業に直結した）に取り組んでいる。タブレットを使
用して授業を受けることに慣れてきているので、それだけに教員側の工夫が必要
になり、より興味・関心を持たせることが向上につながると思います。

1-1　理念・目的・育成人材像
1-1-4　社会のニーズ等を踏まえた将来構想を抱いているか

中長期的な学校の将来構想は法人の５か年計画や事業計画に定めている。
学内の会議や学園新聞やホームページでも告知している。

学校の将来構想については、より具体的にわかりやすく学校関係者に周知で
きるよう努力を続ける。 4.0 4.0

社会ニーズやアフターコロナに対応できる人材を育成している必要がある。社会
のニーズ等を踏まえた将来構想は、法人の５か年計画や事業計画に定めて、
しっかりと抱いている。

2-2　運営方針
2-2-1　理念に沿った運営方針を定めているか

本校の運営方針は教育理念や育成人材像をもとに設定されている。運営方
針は毎年度作成される事業計画にも明示されているが、事業計画は、学校責
任者を中心に教職員の代表が作成にあたっており、作成後は年度末の会議
で翌年の事業計画について情報共有し、毎月の全体会議等で5つの数字につ
いても確認しPDCAサイクルを回している。

運営方針は年度計画として毎年度検討され適宜修正も行いまとめられてい
る。運営方針が記載されている事業計画書の書式は法人内で統一されてお
り、姉妹校間での比較検討や過去の取り組みと比較することが容易であるた
め、学校運営に都度反映を行っている。

4.0 4.0
少子化、大学進学志向が強くなる中でどの様に対応していくかが今後より求めら
れる。理念に沿った運営方針は具体的に他方面にわたり考慮されて定められて
いるので、とても安心です。

2-3　事業計画
2-3-1　理念等を達成するための事業計画を定めているか

学校法人大阪滋慶学園では中期計画として5か年計画を策定しており、その
計画に基づき事業計画を策定している。5か年計画、年度毎の事業計画とも
に、学校教職員に対して会議等を通し都度共有を図っている。事業計画には
年度目標（定量・定性目標）、予算、運営体制、職務分掌なども明記され、定
期的に事業計画の進捗確認を行い運営を行っている。

定期的な中長期計画の見直しも行われ、計画的に学科新規設立や新分野へ
の展開なども行われ、学校の発展に寄与している。事業計画では5か年分の
学生数を予測し、収支予算の計画も作成されている。

3.0 3.0

少子化、大学進学志向が強くなる中でどの様に対応していくかが今後より求めら
れる。少子化なうえにライバル校もあって定員割れになっている学科はハイテク
ならではの魅力をアピールして入学者が増えるようになるとよい。理念等を達成
するための事業計画は、５か年計画年度毎の事業計画等、定期的に事業計画の
進捗確認を行い、丁寧に定められている。

2-4　運営組織
2-4-1　設置法人は組織運営を適切に行っているか
2-4-2　学校運営のための組織を整備しているか

法人の理事会、評議員会は規程に則り適正な運営がなされている。学校内の
組織として教務部と事務部があり、職務分掌を定め業務を行うとともに、会議
等で情報を共有し、教職員全体のチームで学校運営を行っている。また、協同
できるように、委員会組織を設立し主体的に提案できる人材育成を心掛けて
いる。

学園全体として、FD,SD等の研修が体系的に行われている。教員対象、事務
職員対象、学科長対象、管理職層対象などの階層別研修や、教職員全体研
修など目的に応じた種々の研修が実施され、各スタッフのスキルアップをおこ
なっている。

4.0 4.0
教職協働で組織運営や研修がなされており優れている。各科とても努力されてい
るようで素晴らしい。先生から生徒への教え方の上手な先生を希望する。設置法
人は組織運営を適切に行っている。学校運営のための組織は整備されている。

2-5　人事・給与制度
2-5-1　人事・給与に関する制度を整備しているか

法人単位での就業規則が整備され、育児や介護などの休業に関する規定を
はじめ、教職員を支援する枠組みがある。人事関係については法人本部が統
括しているため、問題なく運営されており、人材募集についても法人のホーム
ページを中心としてオープンな採用を行っている。

教職員の人事考課は法人全体で共通の内容となり、教職員各々が自己目標
に対する自己評価を行い、それに基づき上長が面談を行い、人事考課を行っ
ている。人事考課は、面談を通して年間の振り返りと成長の機会ともしてい
る。就業規則については、毎年度見直しを行い共有部分に設置し閲覧可能に
している。

4.0 4.0
教員の専門性、今の現場を知り、教員も学べる環境づくり、研修、研究活動が求
められる。考課制度も時代と共に変化しているので、内容の見直しをお願いしま
す。人事・給与に関する制度はしっかりと整備されている。

2-6　意思決定システム
2-6-1　意思決定システムを整備しているか

学校内の意思決定システムは整備されており、書類の流れや権限についても
学内の会議や研修を通して教職員に周知されている。これらは会議規定等に
定められ、年間の事業計画の中にも明示されている。

業務のデジタル化とオンライン化が進んでおり、意思決定したことが一部オン
ライン上でも共有できるようになり、速やかに情報共有ができるようになってい
る。

4.0 4.0
デジタル化、オンラインをうまく活用し、教員の負担軽減が求められる。意思決定
システムはしっかりと整備されている。

2-7　情報システム
2-7-1　情報システム化に取組み、業務の効率化を図っている
か

学生の入学前から卒業後までのデータは、学校の基幹システムによって管理
されており、システムはサーバーと専用回線でつながっておりセキュリティ面で
も優れている。メンテナンスは提携している企業が一括管理しており、今後は
業務システムの導入も予定されており、一層の効率化が図られる。

教職員は年度ごとにITリテラシーテストするとともに、定期的に個人情報に関
する研修を受講し、個人情報取扱従事者資格の認定を受けており、情報管理
に関して一定水準を維持している。

3.0 3.0

デジタル化、オンラインをうまく活用し、教員の負担軽減が求められる。オンライン
授業のシステム充実をご検討ください。学校ホームページで「保護者の方へ」の
ページがとても分かりにくい。親はPC、スマートフォンの利用が未熟な者も少なか
らず存在しているので、子供の力を借りずに現状を理解、把握したくてもできな
い。情報システム化に取り組み、業務の効率化ははかっている（システムはサー
バーと専用回線でつながっており、セキュリティ面でも優れている）
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3-8　目標の設定
3-8-1　理念等に沿った教育課程の編成方針、実施方針を定
めているか
3-8-2　学科毎の修業年限に応じた教育到達レベルを明確にし
ているか

本校建学の理念「実学教育」「人間教育」「国際教育」および学校の事業計画
を元に、学校及び各学科で教育目標（3P・養成目的・ミッション等）を策定し明
示している。また、各学年での知識・技術・資格等の取得レベルと修得プロセ
スと評価方法を明文化している。

資格に対して委員会組織を構成し、体制整備や情報交換を行ない目標設定
及びその達成に向け対策を講じている。
プレカレッジ・プレスクールや高専連携授業等の学びながら入学するシステム
構築を目指し、入学前教育についても積極的に実施している。

3.8 4.0
入学時の目的、学び、動機を明確化するための対応が求められる。理念等に
沿った教育課程の編成方針、実施方針は定められている。学科毎の修業年限に
応じた教育到達レベルも明確にされている。

3-9　教育方法・評価等
3-9-1　教育目的・目標に沿った教育課程を編成しているか
3-9-2　教育課程について、外部の意見を反映しているか
3-9-3　キャリア教育を実施しているか
3-9-4　授業評価を実施しているか

教育課程の編成においては、関係各局や関連法規、業界・教育課程編成委
員・学校関係者の評価、年2回のカリキュラムアンケート、定期・不定期の学生
面談、実習先や就職先・学会等の情報等、学校内外の様々な情報や評価をも
とに時宜に応じて必要な編成・改善を行なうことができている。

カリキュラムアンケートや講師会議、学校関係者評価・教育課程編成委員は
学校の取り組みとして、年間行事の一環として行われている。また、キャリアセ
ンター職員を中心に、情報収集も兼ねた関連施設や企業の訪問も定期的に
行われている。

3.6 3.6

臨床実習等においても指導者会等があればよいと感じる。初年次教育、リメディ
アル教育が今後求められる専門性、キャリア教育と並行して対応していく必要が
ある。
技術の進歩が速いので今以上に業界・企業連携を強化することが重要。
資格・免許の合格率をより高くなるようによろしくお願いいたします。
教育方法、評価等、３－９－①②③④
①編成されてる、②反映されている、③④は実施されている。

3-10　成績評価・単位認定等
3-10-1　成績評価・修了認定基準を明確化し、適切に運用して
いるか
3-10-2　作品及び技術等の発表における成果を把握している
か

成績評価については学則に明記されており、学則も入学時に全員に配布され
ている。また、年度初めのオリエンテーション等で都度、説明が行われており、
共有されている。

成績の判定や履修の認定については、必ず学校責任者同席のもと判定会議
が開催され、客観的評価が行われている。
毎年度、大阪市中央公会堂にて在校生が研究発表する機会を設けており、学
生の創作意欲や探求心の向上を支援している。

3.7 3.7

研究発表の場を設けることは、いい経験となり、今後も続けてほしい。学びを形
に、発表する機会を増やしていくことが求められる。成績評価、修了認定基準を
明確化し、適切に運用されている。作品および技術等の発展における成果と把握
している。

3-11　資格・免許取得の指導体制
3-11-1　目標とする資格・免許は、教育課程上で、明確に位置
づけているか
3-11-2　資格・免許取得の指導体制はあるか

資格試験受験対象の学生には、模擬試験にて定点観測し分析している。過去
問題は学園内で運用しているJwebに登録されており、学生が自由に閲覧する
ことが可能となっている。グループの国家試験センター主催の研修も毎年度
開催されており、研修で得た内容を活用し学生指導に当たっている。

学園オリジナルで開発されたJwebは、教員が資格取得を目標にする学生指
導を行うためのツールにもなっており、自習課題などの作成も容易にできる
ツールである。また、学園内で資格取得に関する情報や学習方法に関する情
報を共有する機会も定期的に設けられている。

3.6 3.6
資格、免許取得の合格率を高めるとともに、実践力、人間力をいかに高めていく
か。目標とする資格・免許は教育課程上で明確に位置付けている。資格・免許取
得の指導体制は色々と工夫され努力されてあります。

3-12　教員・教員組織
3-12-1　資格・要件を備えた教員を確保しているか
3-12-2　教員の資質向上への取組みを行っているか
3-12-3　教員の組織体制を整備しているか

教員体制は学科ごとのコンプライアンスが徹底されている。また、学園内でFD
研修も開催されており、教育技法を中心として知識と技能については、一定水
準が保たれるような取り組みが行われている。
教育連携は学科ミーティング等で調整され、学生指導や資格指導等に成果を
出せるよう運営されている。

学園内で行われているFD研修は全教職員を対象として、入職年ごとに必要ス
キルが設定され開催されている。
教職員の研究活動については、JESC(滋慶教育科学研究所)の支援もあり、
年度毎に成果を発表する機会も学園内で設けられている。

3.7 3.7

研究、研修日等を設けて教職員の専門性をいかに高めていくか。様々な法令が
新しくなっていますが、学生が就職先で必要になる法知識について情報アンテナ
を張っていますか？オンライン授業で教科書を読んでいるだけの授業は意味が
ない。教員・教員組織はいろいろと考慮され実行されて、資格・要件を備えた教員
を確保している。教員の資質向上への取り組みも行っている。教員の組織体制も
整備されている。

4-13　就職率
4-13-1　就職率の向上が図られているか

就職実績のある事業所との良好な関係を維持しつつ、常に業界のマーケティ
ング調査を行い、新規の就職先も同時進行で開拓する事が大切。業界と学生
のマッチング率を上げていくことで今後も就職率向上はもちろん、業界との信
頼関係を構築していく事が重要。

最終学年で指導を行うのではなく入学学年から学生のニーズならびに就職に
対する考え方を整理できるように指導を行い、時代の流れに合わせた就職先
の提供を行う。また、世の中の必要性をキャッチし学科へフィードバックを行
い、世の中のニーズ・企業のニーズに合った学生を育成しWinWinの関係性を
維持する。

4.0 4.0

大学とは違う専門学校ならではの対応で差別化する必要があると感じた。就職率
100%は素晴らしい。また、1年目、3年目の離職率調査を続けておられるのは、他
にはないので、再就職についても続けてほしい。非常に手厚いと感じる希望業界
への就職と定着が今後求められる。学生にとって一番大切な就職率の向上が図
られている。世の中のニーズ、企業のニーズに合った学生を育成されていること
は、学生にとってもとても心強いと思います。

4-14　資格・免許の取得率
4-14-1　資格・免許の取得率の向上が図られているか

年間を通してそれぞれの資格対策において、教職員はもとより、学生も個々
の資格取得、全員合格に向けた努力や意欲が見られるが、理解度2極化の拡
大傾向は続いている。基礎分野の定着に時間を要し、応用分野習得の時間
が短くなる傾向がある。国家試験合格や資格取得に関する目標を達成する工
夫と、対策に更なる講師の意識向上とスキルアップも含めた対応も必要にな
る。

学科や課程の違いによる学生の生活や学力に変化が著しく、授業以外にも放
課後や土曜日・日曜日に補習や補講などの特別講義を実施するのと併せて、
学年ごとの学力の到達状況や理解力を把握できるように、確認テストを定期
的に実施している。また、学びながら入学するシステムも設定し、入学前から
の計画的な指導を目標としている。

3.3 3.3

国試は受かることは専門職として重要なので、頑張ってほしい。つぶしがきかない
ことがつらい。専門学校としてこの数値は非常に重要である。国家試験合格率の
向上への更なる取り組みが必要です。授業枚に小テストをして合格するまで帰れ
ないとか毎日強制的に勉強するようにしてほしい。資格・免許の取得率の向上は
他方面にわたり図られているが、学生自身の能力・努力もあるので難しいと思い
ます。国家試験の合格率が低く感じた。平均を下回る学科も見られることが問
題。

4-15　卒業生の社会的評価
4-15-1　卒業生の社会的評価を把握しているか

定期的な就業状況調査に加え、求人票入手時や学外実習先依頼時、訪問時
やアンケートを通して、卒業生の在職状況、役職など就業状態の把握に努め
ている。また、同窓会活動を通して学校イベントや卒後勉強会に卒業生を招き
ヒアリングも行っている。
卒業した学科の教員を中心に、入職1年後の離職状況と3年後の離職調査は
毎年度実施されている。

新型コロナウィルス感染症の感染拡大の影響があり、遠隔で同窓会を開催した。参加者
からも好評であったため、今後も同窓会や卒後教育の実施手法として継続する。就業先
や関係団体で高い評価を受け、組織の役職や役割を担っている卒業生も多くなっている。
また、卒業生には業界特別授業や講師、学校イベント（広報、就職）への協力など様々な
形で学校運営に関わっていただいており、多数の卒業生が専任教員として学校教育に携
わっている。

3.5 3.5

専門学校として歴史と規模が大きいので、それをうまく活用すべく社会で活躍する
人材を活用する。卒業生の社会的評価を把握されている。卒業生をしっかり見
守っておられる様子、卒業生は仕事への意欲が倍増し、保護者は安心して感謝
されていることと思います。

5-16　就職等進路
5-16-1　就職等進路に関する支援組織体制を整備しているか

３年前より導入したジョブカードも定着し、それらのツールを有効活用し学生指
導にあたっている。合同面接練習会を毎年実施しているが、他学科との共同
開催をすることで就職への意識付けや気付き、モチベーションの向上に繋
がっている。学科ごとに就職活動の時期が異なるため、学科ごとに事前課題
の回収時期を設定し、学生の回答レベルも上がってきている。

学内就職委員会を設置し他校の状況等も含め、就職活動の進捗をしっかりと
確認し時機を逸しないよう仕掛けを設定している。就職率向上のための対策
や学生のモチベーション向上のために就職出陣式や業界特別講義を実施し
ている。大学編入へのサポートや国家資格取得のための進学指導も並行実
施している。

4.0 4.0
非常に手厚いと感じる希望業界への就職と定着が今後求められる。就職等進路
に関する支援組織体制はしっかりと整備されている。

5-17　中途退学への対応
5-17-1　退学率の低減が図られているか

単独の事由でなく、複数の理由が考えられるケースが増えている。複数の人
間が対応することで、多角的な視点を持ち、複層化した事由をとらえ解消する
ことが求められている。

本校では、退学率を4%以下と目標としている。また、学校カウンセラーが常駐
するスチューデントサービスセンター（SSC）があり、活用している。 4.0 4.0

学生支援体制がしっかりとしている。個々の柔軟な対応が必要であり、今後もサ
ポートよろしくお願いします。退学率の低減は確実に図られている。
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5-18　学生相談
5-18-1　学生相談に関する体制を整備しているか
5-18-2　留学生に対する相談体制を整備しているか

本校は担任を中心として、学生面談を定期的に実施することで、日頃の学生
の様子や出席状況等を把握している。併せて、状況や場合によっては事務職
員が相談窓口となりサポートすることもある。学校全体で学生の状況を把握
し、連携・協力することで学生支援を行うようサポート体制を常時整えている。
また、学生の身体面・精神面をケアするための学生相談所・クリニックを設置
し、学生が心身ともに健康で、充実した学生生活を過ごせるように教職員とカ
ウンセラー・医療スタッフが連携・協力して学生支援を行っている。

本校の教職員は研修でカウンセリングスキルを習得しており、担任を中心に
学生が抱く種々の悩みに傾聴し、寄り添うことで全ての教職員が相談しやす
い雰囲気を日常から作ることに努めている。また、高度な知識と専門技術を
持ったカウンセラーが常駐する滋慶トータルサポートセンターを学生なら誰で
も利用することができる。教育、心理的な立場から多岐にわたる問題について
包括的に支援できるよう、学生の状況や背景を捉えることで体制整備の強化
を更に進めている。

3.5 3.8

心理的なサポートと共に学力等に対するサポートも必要と感じる。多様な学生が
増えていく中でどの様に対応、支援していくか重要である。1年生の時からイメー
ジをさせてほしい。インターンシップの強化など。学生相談に関する体制、留学生
に対する相談体制は他方面にわたり、整備されている学生相談に真剣に助言・
指導していただくことによって、立派な社会人になると思います。

5-19　学生生活
5-19-1　学生の経済的側面に対する支援体制を整備している
か
5-19-2　学生の健康管理を行う体制を整備しているか
5-19-3　学生寮の設置など生活環境支援体制を整備している
か
5-19-4　課外活動に対する支援体制を整備しているか

独自の奨学金・特待生制度を設け、国の修学支援制度、教育訓練給付金、ア
ルバイト紹介、学費分納制度の設定など学生の総合的な経済的支援体制を
行っている。健康管理については学校医である「慶生会クリニック大阪」と連携
して取り組んでいる。要再検査対象者にも、担任より個別に受診指導を行って
いる。また、遠隔地から就学する学生のための学生寮も完備している。

設置学科が、昼間部・夜間部・専攻科・日本語学科と多様であるため、経済的
支援や健康管理についても各人の状況に応じて対応している。また、社会状
況(コロナ禍・気候変動等）をふまえ、コロナワクチン職域接種の実施や非接触
の検温ロボット導入や災害時等に備えた緊急時安否確認メール制度を導入
し、社会の変化に応じた学生支援を推進している。

4.0 4.0

コロナ禍においてバイト等を行いながらの学業の両立は難しい学生もおられると
思います。フォローの充実をお願いしたい。校友会が奨学金を出している学校も
ある。手厚い支援である。5-19学生生活①②③④の４項目とも丁寧に具体的に
整備されている。学生生活は十分に充実されている。

5-20　保護者との連携
5-20-1　保護者との連携体制を構築しているか

保護者の方々へ学校の取り組みに理解ならびに学生サポートの協力をいただけるよう入学前・
在学中の保護者会、個別懇談会等を実施している。コロナ禍においては、Web面談等導入のう
え、参加しやすい環境を整えている。
また、前期後期ごとに成績・学園新聞等の送付をし、本校の教育理念、活動を理解して頂く機会
を設けている。また、就職・国家試験準備保護者会を実施し、学生の状況に応じたサポート体制
をとっている。基本である学習・生活習慣が重要となる為、担任・学科長・教務部長・学校責任者・
事務局・キャリアセンターが連携して保護者と学生への個別対応等の支援体制をとっているが、
複雑化する問題に対してより一層の連携の強化が必要だと考える。

本校では基本理念である3つの建学理念(実学・人間・国際教育)と4つの信頼
（学生・保護者、業界、地域、高等学校）を基礎として、時代に即した技術力・
人間力・国際力を身につける職業人教育を実践している。また、入学前教育・
キャリア設計(在学中)・キャリア開発（卒業後）と段階を得て、ステップアップ支
援体制を万全にしき、さらなる個々の状況に応じた教育支援体制をとれるよう
に4つの信頼を深め、各業界や保護者とのより強い連携に努めている。登校
率の悪い学生や学力低下が激しく改善が必要な学生の保護者の方には事前
に連絡を取り自宅での学習管理の協力もお願いしている。

4.0 4.0
学生だけでなく、保護者の理解、満足度をいかに高めていくかが求められていく。
多様な学生が増えていく中でどの様に対応、支援していくか重要である。保護者
との連携体制は丁寧に具体的にしっかり構築されている。

5-21　卒業生・社会人
5-21-1　卒業生への支援体制を整備しているか
5-21-2　産学連携による卒業後の再教育プログラムの開発・
実施に取組んでいるか
5-21-3　社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備している
か

本校の卒業生は全て卒業時に「ハイテク校友会会則」に明記された同窓会会
員となり、卒後教育勉強会や学園新聞を通じて、会員の相互親睦やキャリア
アップを図る機会を提供している。また、学校法人　大阪滋慶学園　滋慶医療
経営管理研究センター主催の医療・福祉マネジメントセミナーやグループ校や
滋慶医療科学大学院大学への進学、海外提携校日本校・姉妹校への入学な
ど、卒業後の再教育プログラムを提供することで更なるキャリア形成を図るこ
とに寄与している。
今後、増加が見込まれる社会人経験のある入学生や一部の国家資格試験不
合格の卒業生についても、既修得単位認定や的確な教育カリキュラム・教育
環境を提供することで更なる支援体制を確立したい。

本校の卒後教育勉強会や同窓会では、学科が独自に時代背景に即したテーマを設定した
勉強会を実施しているため、卒業生のキャリアアップに向けて有意義な場を提供すること
ができている。キャリアセンターや図書室は必要に応じて卒業生にも開放しており、転職等
の個別相談をはじめ、卒業後のキャリアアップに有効な場として用いられている。
また、国家資格系学科（臨床工学技士科・柔道整復師学科・鍼灸スポーツ学科）では、必
要な所定単位を履修した卒業生に対して、国家試験不合格となった場合でも卒業後も継
続的に教育支援を行い、必要に応じて講義、日曜勉強会の聴講や模擬試験受験、及び個
別指導を実施している。特に、柔道整復師学科・柔道整復スポーツ学科においては、
JESC国家資格対策センター主催のリ・スタートセンターに登録することで、滋慶学園8校と
連携したICTを活用した定期的な模擬試験の受験や通学制国家試験対策講座の受講が
可能となる。

3.7 3.8

卒後教育、卒業生ネットワークをいかに充実させていくか。国試の合格率が低い
ので、不合格者のフォローを充実してほしい。卒業生への支援体制を整備してい
る。産学連携による卒業後の再教育プログラムの開発・実施に取り組んでいる。
社会人ニーズを踏まえた教育環境を整備している。

実習設備の充実が必要
6-22　施設・設備等
6-22-1　教育上の必要性に十分対応した施設・設備・教育用
具等を整備しているか

各校舎に環境安全衛生委員を任命し、毎月、第一金曜日に環境安全衛生委
員会を実施し施設の故障や改修状況について情報共有し、改修漏れを防い
でいる。また、関連企業にサポートをお願いし施設設備の管理を定期的に
行っている。法令順守を意識し短中長期の計画を策定し施設管理を行ってい
る。

全教室にWifiが対応できるようにし、コロナ禍においてもオンライン授業と対面
の授業の両面に備えて対応できる環境を整えている。また、全校舎に自動で
手指消毒ができる機械を設置し、感染予防への対応も怠り無く進めた。

3.0 3.0

予算面の厳しい状況はあると思いますが、実験用器材の更新やメンテナンスの
配慮をお願いしたい。専門学校、職業人を育成するためのハード面の充実は重
要である。予算の都合もあるが、月一度の教職員のコロナ感染の検査をされては
いかがでしょうか。予防だけでは不安が残ると思います。安心した学校生活を送
るのに必要だと思います。クラス全員をオンラインにするのではなく、半分をオン
ラインにするなど工夫が必要。ネット環境が悪い学生への支援も検討を。教育上
の必要性に十分対応した施設・設備・教育用具等を整備している。

6-23　学外実習、インターンシップ等
6-23-1　学外実習、インターンシップ、海外研修等の実施体制
を整備しているか

学外実習、海外研修では、教育指導要領だけでなく各学科に実施要綱やマ
ニュアルがありそれを基に準備、実施、振り返りが行われている。
学外実習は、業界の実際を知り、社会人となる自覚や責任、協調性の大切さ
に気付く貴重な場となっており、十分な事前準備や事前学習が重要となる。
海外研修は、アメリカ、中国の提携校と連携し、各学科にあったプログラムを
実施し、グローバルな視野と感性を養う貴重な機会となっている。
新型コロナウイルス感染症予防対策の影響に伴い、従来の形での実施が難
しくなっているが、時代に即した中でも高い教育効果が得られるプログラム内
容や体制の整備をすすめている。

学外実習では、医療系国家資格取得の資格要件を満たすための臨床実習
や、卒業研究の一環としての学外実習、インターンシップ実習など、各学科の
特性を活かした実習を行っている。学内実習を行う際は各資格の臨床実習要
項に基づいた実習内容を、資格をもつ教員が教授することにより、学外実習と
同様の教育効果が得られるよう取り組んでいる。臨床工学技士科、診療放射
線技師学科では、実習前に校章授与式を実施し臨床実習へ取り組む心構え
を確認している。海外研修では、海外提携校とのオンライン講義や学生交流、
ネイティブ講師による外国語講義を行い、日本国内でも教育効果が得られる
内容となるよう工夫している。

3.0 3.0

学生が実習に出る前には一定の学力が必要と考えるが、学生指導を充実する必
要があると思う。地域、業界と連携し、実習、インターンの充実が専門学校の強み
になる。学外連携はますます重要になってくる。海外研修をこの機会に実益の高
い研修に見直したらいかがでしょうか。個人の整骨院・大学病院などいろいろな
所で実習の体験をしてほしい.学外実習・インターンシップ・海外研修棟の実施体
制を整備している。

6-24　防災・安全管理
6-24-1　防災に対する組織体制を整備し、適切に運用している
か
6-24-2　学内における安全管理体制を整備し、適切に運用し
ているか

本校には薬品等の危険物もある為、管理に関しては固定設置や量の確認も
含めて管理を行っている。災害時に備えての施設・設備などの安全管理（固
定設置等）を行うと共に防災訓練（消防避難訓練）を全学生、教職員に対し実
施要領とおり消防署の指導の基、実施している。

毎月の環境安全衛生委員会で確認をすると共に組織図を毎年４月に更新し
情報の共有を行っている。今年度に関してもコロナ禍により大阪消防局に確
認の上、オンラインやビデオ視聴等で対応した。

4.0 4.0

特に問題なし。理解度テストはされているのでしょうか？AEDの使い方実践は
やっていますか？工場でのガスを吸った時、倒れた時の対処方法まで。防災に対
する組織体制を整備し、適切に運用している。学内における安全管理体制を整備
し、適切に運用している。貴校の防災管理はとてもすばらしいと思います。
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7-25　学生募集活動
7-25-1　高等学校等接続する教育機関に対する情報提供に
取組んでいるか
7-25-2　学生募集を適切かつ効果的に行っているか

高等学校等で実施される進学説明会への参加や高校の教員を対象としたセ
ミナーを実施している。また、学校案内の他に高校教員や保護者を対象とした
資料等も作成している。学校案内は、真実性・明瞭性に基づいて作成してい
る。法人内に広告倫理委員会や個人情報保護委員会を設置し、チェック体制
を整えている。

高校へのトレーナーサポートや専門授業の提供など、さらに高専連携の強化
に取りくむ。また、来校型とＷＥＢを活用したセミナーの実施など臨機応変に取
り組み、円滑に学生募集を進めることができた。次年度は、ホームページコン
テンツの充実を図り、WEB上で検討ができるようなコンテンツを作成してく。

4.0 4.0

取り組みとして様々な対応やしかけがなされている。少子化、大学志向が進む中
でどう対応していくかが求められる。少子化が進む中、更なる取り組みを行う必要
があるのではと思います。本校の生徒もよくホームページを見ているようですが、
そこまでに知ってもらう広報活動が不可欠になると思います。資格取得率も学校
選びの一つになっています。志望校決定条件に４年間の学費も大きく左右するた
め、ホームページですぐ見られるようにできる方がよいと思う。入学金を引いた金
額×３年になるのか、実習に対して加算される学費はないのか？等体育科があ
る高校に説明に行くとよさそう。高等学校等接続する教育機関に対する情報提供
に取り組んでいる。学生募集を適切かつ効果的に行っている。

7-26　入学選考
7-26-1　入学選考基準を明確化し、適切に運用しているか
7-26-2　入学選考に関する実績を把握し、授業改善等に活用
しているか

募集要項には３つのポリシーを明記し、入試選考は、募集要項で明記した基
準に基づいて行っている。入学前からの情報を教務・事務・キャリアセンターと
共有し、学生指導及び就職指導にも活かしている。入学選考は年度毎に計
画・予算を決定し、運営している。

進路の早期化傾向にあり、入試選考では適性AO入試、適性クラブAO入試で
の選考が中心になっている。また、社会人の方も検討しやすくなるように業界
推薦入試・卒業生推薦入試等の業界や卒業生と連携した推薦入試制度を設
けている。さらにインターネットから出願やエントリーができる「ネット出願」
「WEBエントリー」も導入している。

4.0 4.0 特に問題なし。入学選考基準を明確化し、適切に運用している。

7-27　学納金
7-27-1　経費内容に対応し、学納金を算定しているか
7-27-2　入学辞退者に対し、授業料等について、適正な取扱を
行っているか

経済的に厳しい家庭には修学支援制度が適応され例年よりも改善されたよう
に思われる。毎年、学納金については見直しを行っている。入学前のオープン
キャンパスの段階で奨学金や教育ローン、修学支援新制度の情報を提供す
るなど学費相談も個別に対応している。学納金の明細・内訳も提示し、追加徴
収は行っていない。また、入学辞退者に対しての授業料の返還については募
集要項に記載し、適切に対応している。

修学支援制度の対象者には学費の納入時期や金額を調整の上、実施してい
る。また、AS400システムで学納金データを管理しており、銀行等からの入金
情報が随時把握できるようになっている。また、経理・広報・教務が連携して学
費未納者の情報を共有し、必要に応じて個別で本人や保護者に対応してい
る。学費の入金ずれに迅速に対応することにより入学辞退や学費未納の防止
につながっている。

4.0 4.0
しっかりと対応されており問題ないと思う。経費内容に対応し、学納金を算定して
いる。入学辞退者に対し、授業料等について適正な取り扱いを行っている。

8-28　財務基盤
8-28-1　学校及び法人運営の中長期的な財務基盤は安定して
いるか
8-28-2　学校及び法人運営に係る主要な財務数値に関する財
務分析を行っているか

事業計画の運用状況を四半期ごとに確認し対応している。資金を増加させて
安定な学校運営をしていくためには、過去の分析とともに将来の分析も必要と
なる。そのため事業計画作成時に過去と将来の資料を分析して学生数の増
加による収入の増加及び、経費の見直しを図って資金を増やしていくことが必
要となる。適切に分析と把握が行なわれていると考える。

前年と比べ支出は現状維持をしており、その上で放射線技師学科を中心に在
校生数の確保に成功しており、収入が増えている為、収支差益を大きく増や
すことができ安定した経営基盤を築くことができている。今後も支出をおさえる
ことを意識し財務基盤の安定を推し進めている。

4.0 4.0
しっかりと対応されており問題ないと思う。財務基盤は安定している。主要な財務
数値に関する財務分析を行っている。

8-29　予算・収支計画
8-29-1　教育目標との整合性を図り、単年度予算、中期計画
を策定しているか
8-29-2　予算及び計画に基づき、適正に執行管理を行ってい
るか

年度予算、中期計画は事業計画の中に組み込み、毎年11月に作成し、更に２
月後半に学生募集並びに予算執行率を基に修正作成し、承認を得ている。ま
た、年度の始めに再度、実際の学生数をベースに修正を行っている。その上
で中期計画を見据えて年度予算を立てているので、誤った方向へ進まないよ
うにしている。

予算の執行状況は、事務局次長が確認を行い、更に理事長、常務理事が再
チェックを行い、事業計画の中に組み込まれているか目を通し、改善を図って
いる。予算執行に関しては、絶えず予算書の提出と進捗率を踏まえて提出し、
予算超過しないよう工夫している。

4.0 4.0

しっかりと対応されており問題ないと思う。卒業生への新聞送付など経費は増え
るばかりだと思います。大阪府立高校の一部では、卒業生への案内送付費用募
集・寄付金募集にスマホでの請求書払いを活用して、手軽に募金できるようにし
ていました。教育目標との整合性を図り、単年度予算、中期計画を策定している。
予算および計画に基づき、適正に執行管理を行っている。

8-30　監査
8-30-1　私立学校法及び寄附行為に基づき、適切に監査を実
施しているか

財務体制の強化を図るために監事の監査に加えて公認会計士監査も積極的
に受けている。監事の監査は業務監査と会計監査、公認会計士監査は会計
監査が行なわれるので、両者の効率的な実施のために監事と公認会計士と
の連携及び監査スケジュールを組んでいる。

学校、監事、公認会計士との財務上の指導を受けるために、ミーティングを設
けている。コロナ禍においても欠かすことなくオンラインを通じて監査を継続し
た。

4.0 4.0
しっかりと対応されており問題ないと思う。私立学校法におよび寄附行為に基づ
き、適切に監査を実施している。

8-31　財務情報の公開
8-31-1　私立学校法に基づく財務公開体制を整備し、適切に
運用しているか

平成17年の私立学校法改正に伴い、専修学校にも財務情報の公開が義務付
けされたが、その改正を取り入れ、財務情報公開の体制を整えた。当初は閲
覧の対応であったが、現在はホームページにも公開し、毎年欠かさず更新し
ている。

法人のホームページにて資金収支、消費収支、貸借対照表、財産目録及び
事業報告書について閲覧可能としている。 4.0 4.0

しっかりと取り組まれている。問題ないと感じる。私立学校法に基づく財務公開体
制を整備し、適切に運用している。

9-32　関係法令、設置基準等の遵守
9-32-1　法令や専修学校設置基準等を遵守し、適正な学校運
営を行っているか

本校は厚生労働省管轄の国家資格系学科を含む医療専門課程の学科が設
置されており、手続きや報告等は所轄官庁の指導に基づき適切に行われてい
る。新型コロナウィルス感染症の感染拡大における実習先変更等も含め、行
政等の届け出は適宜対応している。

法令遵守や各種規定の整備、相談窓口の設置などは法人全体として取り組
んでいる。 4.0 4.0

しっかりと取り組まれている。問題ないと感じる。法令や専修学校設置基準等を
遵守し、適正な学校運営を行っている。

9-33　個人情報保護
9-33-1　学校が保有する個人情報保護に関する対策を実施し
ているか

個人情報保護に関しては教職員が正しい認識をもち、運用することが重要で
あることから、一時的な研修で終わらないよう、毎年更新研修を義務付け個人
情報保護のルールの重要性を共有している。また、個人情報保護規定に則
り、個人情報の取得から管理まで徹底して行っている。あわせて、学生指導時
にも個人情報の重要性を発信している。

本校の職員は入職後、CPAの個人情報保護の資格取得を義務付けている。
取得している職員には毎年の更新を義務付けている。また、本校では毎年6
月にかけて各校舎に保管されている個人情報の状況確認を行い、個人情報
保護台帳を修正作成している。

4.0 4.0
しっかりと取り組まれている。問題ないと感じる。学校が保有する個人情報保護に
関する対策を実施している。

9-34　学校評価
9-34-1　自己評価の実施体制を整備し、評価を行っているか
9-34-2　自己評価結果を公表しているか
9-34-3　学校関係者評価の実施体制を整備し評価を行ってい
るか
9-34-4　学校関係者評価結果を公表しているか

本校では平成23年度より毎年自己評価報告書を作成している。作成にあたっ
ては全教職員がそれぞれの業務に応じて参画しており、業務の振り返りを行
うことで学校運営の改善に役立てている。また、学校関係者評価委員にも開
示しご意見をいただき改善している。自己評価報告書は学校関係者評価とと
もに学校ホームページで公開されている。

平成25年度より学校関係者評価委員会を設置し、毎年、在校生保護者、卒業
生、地域代表、業界代表などの委員による学校関係者評価を実施している。
その結果については学校ホームページにて公開されている。毎年度開催して
いる学校関係者評価委員とのディスカッションにより、学内の改善点を抽出し
学校運営の改善につなげている。

3.8 3.8
しっかりと取り組まれている。問題ないと感じる。9-3４.学校評価①評価を行って
いる、②公表している、③評価を行っている、④公表している。学校評価は公正に
しっかりできている。
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9-35　教育情報の公開
9-35-1　教育情報に関する情報公開を積極的に行っているか

学校の概要や各学科の教育内容、シラバス等については、学校ホームページ
にて公開している。教育指導体制や教育システムの情報とその成果である退
学率や国家試験の合格率などの情報についてもすべて学校ホームページに
おいて公表されている。

情報公開はホームページを中心に行われており、職業実践専門課程の認定、
専門職質保証機構の第三者評価、修学支援制度の対象校の認可も受けてい
る。

4.0 4.0
情報倫理やモラルは今後より求められていく。オープンキャンパスや地域との連
携を活用するのがいいのでは？
教育情報に関する情報公開を積極的に行っている

10-36　社会貢献・地域貢献
10-36-1　学校の教育資源を活用した社会貢献・地域貢献を
行っているか

例年実施してきた、社会貢献・地域貢献・国際交流は、新型コロナ感染症の影
響で常態とは異なる運営を余儀なくされている。一方オンラインを活用するこ
とにより、地域的な限界を考慮せず新たな取り組みを検討することが可能とな
り、今後の取り組みの模索を進めている。

アジア圏への、臨床工学関連の研修協力を始め、臨床工学フォーラムを中心
にアジア諸国との連携の強化は進んでいる。臨床工学技士科は特に海外進
出が進んでいる。他方、オンラインを加味した新しい交流の形を模索している
途上である。

3.5 3.5

専門性の学びだけでなく、社会の中で課題を解決する力が求めらる。ＰＢＬなどの
取り組みを設けていくひつようがある。ＳＤＧＳに対する取り組みも含めて。コロナ
感染症の影響で全ての活動ができなかったと思います。学校の教育資源を活用
した社会貢献、地域貢献をしっかりと行っている

10-37　ボランティア活動
10-37-1　学生のボランティア活動を奨励し、具体的な活動支
援を行っているか

新型コロナ感染症の影響で多くの活動が制限され、活動は限定的なものと
なった。

地域貢献ボランティア、献血活動、募金活動を推奨している。ボランティア活
動は人間教育・社会性醸成の一環ととらえ、その活動は推奨されている。 3.0 3.0

ボランティア等は社会を経験する事にもつながると思うので、可能なかぎり経験さ
せていただきたいと思う。専門性の学びだけでなく、社会の中で課題を解決する
力が求めらる。ＰＢＬなどの取り組みを設けていくひつようがある。ＳＤＧＳに対す
る取り組みも含めて。今後の取り組みに期待します。コロナ感染症の影響で全て
の活動ができなかったと思います。コロナが治まったら、1年1回は全員ボランティ
ア活動をするようにしたら良いと思います。学生のボランティア活動を奨励し、具
体的な活動支援を行っているが、コロナ禍の影響で多くの活動が制限され、活動
は限定的なものとなった。これはできなくて仕方ない。
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